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Ⅰ．クリスマスの意味



クリスマス Christmas

クリスマスは、キリストの誕生を記念する日

➡ Christ＋mas キリストの日

クリスマスは何の日？



4世紀頃から、12月25日にクリスマスが祝われるように

➡冬至の祭りが、様々な宗教や風俗で祝われ、
季節を治める神々が祀られていた

➡キリストこそ、真実の光、唯一の神

クリスマスの起源



クリスマスは、12月25日

クリスマス・イブは、12月24日

クリスマス・イブ ➡ クリスマスの夜

聖書の暦では、日没から次の日が始まる。
24日の日没から25日の日没までが、本来のクリスマス

クリスマス・イブは、いつ？



実は、キリストの誕生日は、分からない

➡生まれた年は聖書から特定。日にちは不明
➡12月25日でない、とも言えない

誕生日も覚えられていない

➡困難な状況でキリストは生まれた

実は分からない キリストの誕生日



ネイティビティ＝キリスト聖誕の像

キリスト

母マリア

父ヨセフ

羊飼い

東方の博士たち



飼い葉桶は石 ➡木材は貴重
石灰岩の地形、天然の洞窟が多く 家畜小屋や墓地に利用
➡洞窟の中で、布で巻かれ、石の飼い葉桶に寝かされた

飼い葉桶に寝かされた 幼子キリスト

葬られた死者の姿



キリストは、私たちの罪を負って死ぬため、人として生まれた

人でなければ、身代わりに死ぬことはできない
神でなければ、罪をゆるすことはできない



Ⅱ．キリスト誕生までの歴史
ダビデ像



最初の人、アダムは、
蛇(サタン)にそそのかされ、
神との約束を破り、
禁じられていた実を食べた。

罪を犯した瞬間、
人は神から断絶された(＝死)

神は、蛇を裁くと同時に、
罪からの解放者である、
キリストの到来を予告された。



最初のメシア預言 創世記3:15
｢わたしは敵意を、おまえ*と女の間に、
おまえの子孫*と女の子孫*の間に置く。
彼はおまえの頭を打ち、おまえは彼の
かかとを打つ。」

＊サタン ＊女の子孫(キリスト)
■キリストは、女の子孫として生まれ、
犠牲を払って、悪魔に勝利される。

意味が分かるのは、何千年も後!!



人は罪を重ね、
大洪水の裁きを招いた。

再び増え広がった人類は、
またしても神に逆らい、
共通の言葉を失い、
全地に散らされた。

滅びにひた走る人間のため、
神の救いの計画が、
一人の人、
アブラハムから始まった。



アブラハムは、神に従い、
見知らぬ地へと旅だった。

神は、約束された。

アブラハムの子孫から
一つの民族を育み、
その子孫から、
全人類を救いに導く
キリストが誕生する、と。



ヤコブの子孫は、約束の土地を
襲った飢饉を逃れ、
エジプトに落ちのび、
やがて、奴隷となった。

400年後、ヤコブの子孫は、
イスラエル民族に成長した。

イスラエルは、
奴隷の身から解放され、
モーセを指導者として、
神によって導き出された。



イスラエルは、シナイ山で、
神と契約を結んだ。

この契約を守る限り、
イスラエルは、神に守られ、
祝福されるはずだった。

シナイ山



約束の地で、王国を築き、
エルサレムを都として、
栄えたイスラエル。

しかし、神に背き、
人が作った偶像の神を拝み、
神の祝福を失ってしまった。

ついには、
バビロニア帝国により滅ぼされ、
多くの者が捕虜として連行された。

(バビロン捕囚 BC586年)ソロモンの神殿



何百年も暗闇の時代が続いた。

イスラエルは、外国に支配され続けた。

苦しみの中で、人々は、神の約束を思い出し、
キリストを待ち望み続けた。



Ⅲ．キリストの生涯 十字架へ



今から2千年前、
ヨセフと婚約中だった
処女マリアに天使が現れ、
神の力でキリストを
身ごもったと告げた。

マリアは驚きながらも
受け入れた。
｢主のお心どおり、
この身になりますように｣



人口調査のために帰郷した
ベツレヘムで、
キリストは生まれた。

キリストは、布で巻かれ、
飼い葉桶に寝かされた。

天使の告げた通り、イエスと
名づけられた。

｢主は救い｣という意味だ。



キリストの誕生を知って
やってきたのは、
荒野で野宿をしていた
羊飼いたちだった。

天使が彼らに告げたのだ。

人々から虐げられていた
羊飼いたちだけが、
赤ん坊のキリストを
礼拝した。



2年後、東方から博士たち
がやってきた。

不思議な星を見つけ、
古代の預言からキリストの
誕生を知ったのだ。

博士たちは、2千㎞以上を、
命がけで旅してきた。
キリストを礼拝するために。



博士たちは、都エルサレムで、
ヘロデ王にキリストの居場所
を尋ねた。

ヘロデは、キリストが自分の
王座を奪うのでは、と恐れた。

博士たちを先に行かせ、
あとで場所を聞き出して
キリストを殺そうと考えた。



博士たちは、キリストに
黄金、乳香、没薬を献げた。

没薬は、死者を葬る時に
塗るもの。

ここにも、キリストは
死ぬために生まれたことが
示されている。



天使にお告げを聞き、
博士たちは、都によらずに
帰った。

ヘロデ王は、兵を送り、
ベツレヘムの2才以下の
男児全てを虐殺した。

キリストは、両親と共に
逃れて無事だった。
天使が知らせたのだ。



イエス・キリストは、
ナザレという
無名の貧しい村で、
父ヨセフに大工の仕事を
ならい、成長した。

キリストは、人として生き、
人の悲しみや苦しみの
すべてを体験された。



キリストは、30才頃から、
キリストとして働き始めた。

重い病や障害を癒やし、
嵐を一声で鎮められた。

人には絶対不可能な奇跡は、
イエスがキリストである
明らかな証拠だった。



イスラエルの宗教指導者は、
｢悪霊の力による奇跡だ。
イエスはキリストではない」
と言って拒絶した。

彼らの信仰は、
見せかけの偽善だった。

彼らは、密かに相談して
イエスを殺すと決めた。



キリストは、最後の晩、
一人、祈られ、神の怒りの杯を
飲み干すことを決意された。

父なる神と一体であるキリストが、
イスラエルと人類への神の怒りを
身代わりに受けて、
神から完全に断絶されることを
受け入れられたのだ。

イエスは、捕らえられ、
弟子たちは、皆逃げてしまった。



キリストは、まず、
イスラエル議会の不当な
裁判で死刑と定められた。

しかし、イスラエルには、
死刑を実行する権限がない。

彼らは、キリストを
支配者であるローマの
総督に引き渡した。



ローマ総督ポンテオ・ピラトは、
無罪と分かりつつ、キリストを
十字架で死刑にすると決定した。

｢十字架につけろ｣と叫ぶ群衆が、
暴動を起こすことを恐れたのだ。

｢私は、この者の死と関係ない｣

ピラトには、正義を貫くより、
自分の身の方が大切だった。



十字架の上でキリストは叫んだ。
「父よ、彼らをお赦しください。
彼らは、自分が何をしているの
かが分かっていないのです。」

隣で十字架にかけられていた
一人の罪人は、イエスこそ、
キリストだと信じた。

イエスは、この罪人に言われた。
｢あなたは今日、わたしとともに
パラダイスにいます｣



全地が暗闇に閉ざされた。
イエスは神の怒りを受けていた。

最後に、キリストは叫んだ。
｢完了した｣

キリストは自ら、命を神に
差し出した。
早すぎる死に驚いた兵士が、
脇腹を槍で刺して確認した。
イエスは完全に死んでいた。



二人の弟子が、命がけで名乗り出、
総督の恩赦を受け、遺体の埋葬を
ゆるされた。

イエスの遺体に没薬が塗られ、
真新しい墓に葬られた。

遺体が盗まれ、
イエスがよみがえったと弟子たち
が言い出すことのないように、
ローマの兵士が命がけで番をした。



Ⅳ．キリストの復活の希望



三日目の朝、弟子の女たちが、
訪れた墓は、空っぽだった。

天使が現れて言った。
｢あの方は、ここにはおられない
復活なさったのだ｣



キリストは、死を打ち破り、
天の栄光の体で復活された。

絶望の中にいた弟子たちは、
キリストに使命を与えられた。

｢あなたがたは行って、
あらゆる国の人々を
わたしの弟子としなさい。
わたしは世の終わりまで
いつもあなたがたとともにいる｣



栄光の体で天に昇られたイエス
に代わり、神の霊である聖霊が
弟子たちに降った。

激しい迫害の中、
弟子たちは、命も惜しまず、

｢私たちの罪のために、
十字架で死んで、葬られ、
復活したイエスこそ、救い主、
キリストだ｣と伝えて行った。



世の終わり、空前絶後の患難が、
7年間、全世界を襲う。

その最後に、
イスラエルは、悔い改め、
イエスこそキリストだと信じる。

キリストは、
栄光の姿で王として戻られ、
地上の悪と罪人を
すべて裁かれる。



神の王国では、
キリストが、王、神殿、
そして、すべて照らす光。

イエスをキリストと信じた
すべての人は、天の体を与えられ、
永遠に喜びの内に生きる。

｢神は彼らの目から涙をことごとく
ぬぐい取ってくださる。
もはや死はなく、悲しみも、
叫び声も、苦しみもない。｣



Ⅳ． まとめと適用 クリスマスの真実の恵みにあずかろう



聖書の記す、救いとは？



聖書の記す
救いとは？

神(創造主)

人間



神(創造主)

人間

聖書の記す
救いとは？



神(創造主)

人間

哲
学

宗
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聖書の記す
救いとは？



今日ダビデの町で、
あなたがたのために
救い主がお生まれになりました。
この方こそ 主キリストです。

ルカ2:11



メシアは来られ、
私の罪のため、十字架で死なれ、
墓に葬られ、復活された。
救いの福音に信頼し、
キリストにあって今日を生きよう。
クリスマスの主の祝福を!!



「天のお父さま。わたしは、あなたに背き、罪を重ねてきました。
日々犯してしまう罪をも告白します。この罪をゆるしてください。
わたしは、神のみ子イエス・キリストが、

①わたしの罪を贖うために十字架で死に、
②墓に葬られ、
③三日目に復活したこと、を信じます。

クリスマスの主イエスは来られ、救いの御業を成し遂げられました。
主は、私の祈りを聞き入れられ、聖霊によって私を変えてくださいます。
栄光の王としてもどって来られ、永遠の御国に住まわせてくださいます。
この喜ばしい福音を告げ知らせる者として、ここから遣わしてください。
主イエス・キリストのみ名によって祈ります。 アーメン｣
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